
:語

沼和40年 7月15日/神奈川県平塚市役所発行/線動総務部文書課/蓄量も宇 117も1
毎fol15臼/43，000部/全世等配布(1昔日 5円)/昭和31年1(}月3臼第3種郵便物認可

丹1品5

40年中に平塚市へも

京
浜
出
ど
会
饗
都
市
に
適
用
さ
れ
て
い
た
「
車
関
規
制
法
」
が
、
現
開
国
十
年
中
に

a

人
口
十
万
人
以
よ

ι都
市
に
ま
で
及
ぼ
さ
れ
る
弔
建
で
‘
早
塚
市
も
、
乙
と
し
中
に

と
の
焼
酎
刷
反
誠
に
は
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

と
の
法
障
は
、
都
会
に
お
付
る
腎
町
古
車
聞
や
踏
よ
車
揮
を
規
制
し
て
問
滑
な
道
路

受
速
を
前
嶋
田
開
し
よ
ろ
と
い
う
も
の
で
昭
和
三
十
七
年
に
削
制
定
さ
れ
‘
河
町
九
月
か

ら
も
神
奈
川
県
下
で
は
犠
浜
@
川
崎
の
中
心
部
に
適
曲
附
さ
れ
て
き
ま
し
た
o
m
昨
年
規

制
刑
訴
減
が
一
拡
大
さ
れ
的
閉
会
域
が
日
制
緩
と
な
り
‘
と
と
し
は
、
額
損
資
・
鎌
角
・
藤

沢
・
小
田
原
@
精
嘆
願
・
平
明
暗
な
ど
人
口
十
万
人
以
ょ
の
情
に
も
あ
て
は
め
ら
れ

K

く
る
予
定
で
す
。

ζ
れ
に
つ
い
て
平
塚
割
前
察
署
は
次
の
説
明
高
官
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

門
平
揮
際
察
署
一
日
い
わ
ゆ
る
軍
撮
規
制
制
法
は
、
道
路
使
用
の
適
正
佑
と
滋
鼎
受
道

的
開
園
南
佑
壱
厨
的
と
し
た
金
支
中
カ
幸
町
短
か
い
も
の
、
駐
車
に
関
す
る
規
制
を
議

佑
す
る
と
と
も
に
白
筋
車
所
有
者
に
車
障
な
ど
保
管
翠
所
伺
確
保
老
議
し
て
い
る
。

市
民
に
窓
槽
間
関
係
の
あ
る
革
交
は
、

圏
第
密
接
(
俣
管
額
罰
則
の
穣
保
を
託
す
る
豊
田
部
町
一
提
出
等
)
、
①
遊
間
『
運
送
車
問
削
泌

に
占
る
宮
劃
車
の
登
高
醐
@
変
事
姦
録
・
移
転
登
録
・
登
録
が
え
市
川
郊
外
を
受
付
ょ

う
と
す
る
者
は
も
道
関
問
ヒ
以
外
に
、
自
動
車
の
保
管
場
所
壱
開
閉
開
閉
し
て
い
る
ζ
と

を
蕊
す
る
害
時
間
を
提
出
す
る
、
③
時
づ
み
間
行
政
庁
は
開
項
肝
韓
関
が
な
い
と
き
は
、

登
録
に
践
す
る
同
地
丹
を
行
な
っ
て
は
な
b
な
い
。

醐
臨
第
五
弘
前
(
保
管
議
所
と
し
て
の
道
路
の
使
用
禁
止
)
・

mw尚
人
も
道
路
上
町
場
所

平揮市内で苦苦行されている各新鶴も書官付近の包!こ晶玉去る駐車在問題{こしている……
車庫規制法{立、市街地の膏'g!!車庫をな〈い円滑な変混在確保するのがねらいで、こ
とし中に平塚にも適用吉れる。

争
)
向
同
動
車
町
間
同
轡
場
所
と
し
乞
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
①
何
人
も
炊
の
各
号
の

{
打
掃
を
し
て
は
な
h
な
い
。
マ
一
夢
上
日
間
同
一
の
場
所
に
引
苦
綴
空
ム
一
時
間
以

上
瞥
車
す
る
ζ
と
、
マ
夜
間
道
路
上
司
淘
一
一
揖
所
に
剖
引
き
続
き
八
時
閣
以
上
駐
車

す
る
ζ
と
。
な
ど
・

-e

第
四
者
保
管
場
所

m確
保
に
関
す
る
証
明
位
、
所
在
地
的
晴
樹
察
で
行
な
う
ζ
と
に

な
っ
て
い
る
。
と
の
密
警
得
ょ
う
宇
る
と
曹
は
炊
の
書
類
を
と
と
の
え
て
交
溜

開
へ
申
請
書
定
問
問
一
戸
港
・
見
煎
駁
・
車
揮
の
配
置
図
・
使
用
権
限
笠
明
書
、
と
れ

に
よ
っ
て
、
割
前
塑
官
が
現
地
的
状
況
を
み
て
か
内
証
明
す
る
ο
保
管
場
所
内
鰭
保
に

間
関
す
る
証
明
宇
明
暗
…
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
‘
と
す
る
時
間
ず
は
、
市
内
全
部
に
瀦
問

と
な
る
も
の
で
酷
る
か
ら
、
政
令
改
正
の
目
以
後
、
間
艶
車
壱
穆
人
す
る
人
‘
出
回
臨
制

覇
使
間
川
町
附
霞
品
古
車
塚
一
間
内
へ
静
す
入
は
、
す
べ
て
乙
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
酎
暫
向
同
島
ば
臨
怖
か
れ
る
ο
輯
笈
革
h
u
曹
空
車
揮
hu
禁
止
条
項
は
市
内
全
部

に
縄
問
問
に
ほ
わ
ず
、
雨
前
向
均
的
形
態
亭
4
有
す
る
と
ζ
ろ
と
‘
幹
報
道
路

mと
お
っ
て

い
る
と
と
ろ
で
公
安
餐
員
会
的
指
出
血
す
る
地
域
が
対
象
と
な
る
o
ζ
h
u
A
立
品
ー
で
は
‘

道
路
よ
そ
車
揮
が
わ
り
に
す
る
と
と
と
盤
騎
+
ご
際
関
・
夜
開
八
時
間
以
よ
的
事
車

ば
違
反
と
い
ろ
わ
吋
で
‘
膏
空
軍
聞
の
禁
高
官
犯
し
た
習
に
は
一
一
一
か
月
以
下
町
懲
役
ま

た
は
一
一
平
刀
間
以
下
約
罰
金
巷
朝
間
ず
晶
C
と
に
な
っ
て
い
る
。
道
餌
は
車
が
返
る
た
め

の
も
の
・
車
ぞ
持
っ
て
い
る
入
、
今
俊
飽
ス
寸
る
人
は
車
障
の
と
と
壱
十
分
帯
轡
L

入
れ
て
肺
門
上
の
畏
鰐
務
駐
車
、
骨
祭
壇
闘
を
な
く
す
ム
弓
帯
刀
し
て
ほ
し
い
。

制

ん

叩

M
t

さ

即

時

ね

滋

ら
壌

か

し

醐

棚

木

戸

鈴
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業
。
宜
年
間
市
内
町
先
識
の
許
で
助
手
を
し

て

τサ
!
?
街
と
し
て
の
修
室
品
掴
ん
だ

の
局
、
二
十
五

f
の
と
吉
自
宅
付
近
の
家
を

轡
り
て
独
市
品
開
索
。
ニ
十
九
才
的
と
き
問
問
じ

一
国
自
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
郡
伊
謬
由
雄
さ
ん
(
一
一
一

九
)
と
絡
婚
し
た
。
一
生
殺
揖
を
噂
え
て
い

べ
i
Jン



一
初
予
算
編
成
後
、

一
の
延
長
と
‘
度
開

一
九
年
度
に
織
り
し

一
よ
っ
て
一
連
の
一
間

一
な
っ
た
も
の
で
、

一
度
支
払
い
金
の
一
部
一

七
回
U
と
な
的

J

ま
し
た
。
乙
の
税
率
一
号
淑
額
す
る
な
ど
の
補
涯
を
行
な
っ

改
訂
と
改
正
条
例
に
つ
い
て
は
、
広
一
た
も
の
で
す
ο

報
紙
八
四
門
事
J

紙
上
に
保
険
年
金
謀
が
一

i
1
1
i
l
i
1
1
1
1
1
1
1
i
i
i
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i
i

今
議
会
で
終
定
を
み
た
も
の
の
う
ち
お
一
な
り
今
度
の
四
人
を
加
え
る
と
一
四
十
一
説
明
を
出
す
予
定
で
す
。

も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
o

一
一
一
一
名
を
数
え
る
乙
さ
L
な
り
ま
す
。
一
翻
釘
の
区
域
設
定
に
と
も
な
う
関
係
議

題
霊
功
労
者
の
授
苧
霊
前
功
労
一
闇
圏
雲
例
の
改
定
・
会
襲
善
行
一
例
整
寝
エ
対
一
息
長
捜
一
等

者
発
彰
犠
例
の
規
定
に
も
と
つ
き
も
一
劃
な
い
そ
の
な
か
で
②
課
説
限
度
額
を
一
に
奨
腐
し
た
新
町
名
と
新
伊
居
表
示

甲
山
議
会
議
員
と
し
て
十
年
以
よ
在
職
一
従
渠
の
四
万
円
か
ら
窓
万
円
に
引
き
一
制
度
に
関
連
し
て
、
関
係
需
例
の
脅

し
た
加
藤
践
、
寓
回
議
太
郎
、
府
一
上
げ
る
・
②
税
措
事
改
訂
し
、
所
得
一
交
を
整
題
改
正
し
た
も
の
。

川
勝
司
町
、
津
市
出
初
ニ
の
四
市
議
守
一
功
一
類
を
中
心
に
探
検
討
倒
の
一
一
一

O
パ
iセ
一
理
一
般
会
箭
第
一
一
次
補
認
予
算
・
四
十

警
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と
宇
一
き
め
一
ン
ト
型
主
客
室
う
な
ど
、
国
一
霊
一
般
会
計
車
中
島
定
収
支
一
億
一
一
一

ま
し
た
Q

市
政
功
労
者
は
市
長
と
し
一
民
館
康
保
険
加
入
者
に
影
響
の
大
き
一
千
四
百
万
円
ぞ
追
加
、
盟
国
間
問
整
備
費

て
八
年
、
甫
舗
と
し
て
十
年
以
上
校
一
い
決
定
ぞ
行
な
い
ま
し
た
。
保
険
制
制
一
四
千
一
一
一
百
万
丹
、
排
木
路
整
備
費
四

験
し
た
人
と
市
に
と
く
に
功
労
の
あ
一
の
税
率
は
、
所
得
翻
百
分
の
一
エ
一
一
一
千
九
混
万
円
、
情
償
問
宅
ナ
ニ
戸
分

っ
た
人
に
贈
る
こ
さ
L
な
っ
て
お
り
一
(
前
0
・
九
口
、
資
庭
向
世
間
分
の
一
一
千
殴
田
万
丹
、
漁
滋
盤
機
玄
百
万

愛
護
山
内
終
由
明
、
市
議
に
揮
ひ
た
一
一
五
(
郡
一
蕊
・
間
口
被
保
険
者
均
一
円
な
ど
を
治
川
苛
k
一
し
ま
し
た
。

ζ

礼
遇
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
こ
噂
割
六
百
円
(
前
忍
百
一
一
十
五
匂
一
れ
に
よ
っ
て
四
十
年
度
一
般
会
計
予

現
在
ま
で
に
一
一
一
十
九
人
が
功
噴
出
唱
と
一
位
帯
劉
一
千
二
百
円
筒
八
軍
一
一
十
一
野
額
は
ニ
十
四
億
台
に
な
り
ま
し
た

第 165号

市
税
に
一
連
の
減
税
措
置

(2) 

験

の一ニ

O
%
j警

第
二
次
舗
正
に
一
億
三
千

〈第3種郵便物認可〉

四
十
年
度
覇
ニ
組
め
の
市
議
会
出
品
伊
会
は
、
六
月
十
四
日
盟
国
事
鴬
に
閉
会
、
会
期
五
日
を
も

っ
て
、
①
一
般
会
計
に
一
億
三
千
図
百
万
円
を
増
額
す
る
曙
ニ
次
補
正
乏
賢
索
、
②
鼠
函
館
康

保
険
税
町
一
一
一
割
増
税
を
中
心
と
す
る
留
保
条
例
の
改
正
案
、
③
市
政
功
労
者
の
表
彰
な
ど
八
議

現
宇
馨
議
、
可
静
し
ま
し
+
~
。
ま
た
「
沖
縄
の
日
本
復
帰
に
J
い
て
の
要
望
」
を
飛
議
、
荷
山
崎

・
国
会
に
送
り
ま
し
た
。

市
政
功
労
者
に
関
車
議

治、

臨
誌
に

世コちて〉

況
月
三
十
一
日
と
六
月
一
自
の
時
間
自
に
か
け
て
開
会
し
た
と
と

し
第
一
一
一
回
間
口
の
市
議
会
開
削
持
会
は
、
正
副
副
議
官
民
・
各
常
任
委
員
会

費
国
間
な
ど
を
中
心
と
す
る
議
会
の
改
選
人
事
を
行
な
い
議
長
に
窪

田
勝
太
郎
前
議
、
剛
間
議
長
に
津
田
初
ニ
市
議
、
議
会
選
出
の
陵
高
革

委
員
に
加
藤
鼠
市
議
な
ど
を
遺
伝
し
ま
し
た
ο
新
人
事
次
の
と
お

り

幸量時三

f議会の新役員j

一間関線開

.個師掴・庖

昭和 40年 7月15日

四
十
年
第
ニ
回
目
的
市
議
会
腕
時
ム
間
一
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
会
計
よ
り
よ
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
‘
惜
の
税
収
が
一

は
、
四
月
ニ
十
七
艮
開
会
、
提
倒
的
一
一
一
か
月
お
く
れ
て
編
成
し
た
も
の
で
」
減
ら
な
い
よ
う
法
人
市
民
税
率
を
調
一

部
改
正
、
一
一
脱
会
計
の
一
部
補
涯
を
行
斗
五
百
側
、
六
日
制
の
川
崎
競
馬
各
二
慈
、
問
問
汚
以
降
従
来
の
百
分
の
八
二

な
っ
た
ほ
か
、
競
潟
事
業
特
別
会
計
の
一
回
を
主
鰻
し
、
収
益
一
億
一
千
バ
百
ι

}
か
ら
百
分
の
八

-mに
引
き
ょ
げ
ム

今
年
度
当
初
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
万
円
を
あ
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。
一
た
、
④
曜
日
臨
制
限
編
乗
用
車
に
対
す

関
続
篇
犠
蟻
特
別
会
計
予
算
・
と
の
誠
一
一
醐
市
税
策
例
の
一
部
改
定
・
改
正
の
要
ι

る
自
動
車
税
額
を
、
一
一
一
千
円
か
お
回

会
で
を
に
中
心
と
笥
口
れ
る
ド
お
よ
常
一
は
、
い
ま
ま
で
一
一
十
万
男
~
っ
た
一
千
五
百
円
に
引
き
上
げ
た
‘
@
六
十

四ム
1
年
度
競
溺
串
繋
特
別
会
計
当
初
一
翁
年
、
来
成
年
、
障
害
者
、
寡
婦
の
一
六
車
万
H
M
以
下
町
新
築
怜
宅
に
日
却
す

予
算
十
忍
億
間
千
八
百
万
何
者
可
決
一
免
税
占
巻
二
十
一
一
方
向
に
間
引
き
上
げ
一
る
減
税
措
鐙
を
削
引
き
続
き
行
な
う
C

し
ま
し
た
。
ど
れ
ほ
、
仲
間
緯
上
昨
年
一
た
、
②
電
気
ガ
ス
税
の
免
税
忠
一
一
世
田
一
と
と
し
た
な
ど
五
項
目
が
あ
げ
ち
れ

度
で
返
ょ
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
た
一
回
巻
、
ガ
ス
は
豆
百
将
篭
気
は
四
百
一
ま
す
。

競
馬
開
催
織
が
、
=
一
年
の
蕗
長
を
み
一
回
日
L
引
き
上
げ
た
。
③
国
の
法
人
間
制
ご
醸
四
十
年
度
一
般
舎
野
補
蕊
予
算
・
当

議
題
目

資ii i iiii!?i i 
1号;j!!iiiij

加藤滋査委員小清水市議小替市議

文事課広報係がはじめて入手した市役所庁舎の統;;g写真

左下の黒い部分は、 λ磯山の森、宇都の道路I立国道129号

線である。実家千代出区エース.コマーシヤJ!-・コーポ

レイシヨシの好意によって撮影された。
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つとめよう。
輯 4沼町括いっぱい建議bで植えられた桔ヵモ穿を出し闇括ずる

時期でもある。詑や木を畳し、良時由美令守る ζ と""写舎
きれいにする理由ι捗却するーさかといえる。
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内務にくらべ5鎗5882万円め増高を示すも

のです。

φ特別会計<"{立@競輪・車部馬・国保・鯖易てに

選 e都市改造.Ji喜入工事草地帯億成@農繋共

演 E 畠保診療所の8会計で運営、 ζ れに合

計 5億日り00万円。コ追加補正をわない、各会

書t7:HJOi最終予鍔額はf史的とおりとなりま

し7ヒ。
童話総事業会計 25徳郎総万円

競馬事業会計 16憾972'万円

慰保事業会計 l億6125方向

密保診療所会計 321万伺

鏑易水道会計 2097方向

都市改造事業会計 9597万円

馬入工業地帯造成会計 1071万円

農業共済事業会計 2440万円

x x 
1 前期末に l1i霊4293万円の日買

収支状況;
入超過を出した39年度予算

{全会計合算)は、後期も良好な収支状況

を保ち、年度末までに62億3918方向〔予算の

85.8%)を収入、 6C億7725万円(予算の83.6
%)を支出、 ζ の結喫 1億6192万円の収入超

過となっていますo とのうち一般会計だけを

とりあげてみますと収入車白日 496、支出事

86.6%で収支の設はd、り大をきく、古9年度財政

的健全性を主聖書罫きしていると申せましよう。

また、 39年度一般会計収支を投資別にみて

も、市税@諮収入@使用時および手数剰など

の自主財源は20億7126万円f会談入の76.7%)
号告白め、支出宮?でも鐙設事業費なと投資的経

費は14億403万 円f会成出予算の52%)を記録

するなど好肘料がそろっています。

ζ れらの最終的な収支勘定は、 5fl末町出

納額鎖期をまってhなわれ、泥沼に発表する

次甥財政状況において39年度会期攻空軍として

群報します。

を

昭和 40年 7月15S (3) 

し、

phν

、フ

後

し

予

期

は

護

⑮

め

を

の

か

て

た

規

そ

同

の

て

碍

後

沼

田

ヱ

路

察

部

計

閣

改

庁

改

最

年

度

表

ゲ

問

定

で

o
認

観

ζ

ら

し

し

算

。

降

も

び

の

の

汚

帯

水

策

@

会

強

路

市

与

、

前

年

備

部

年

勘

%

た

が

楽

o
き

告

告

予

た

一

一

回

す

の

円

ζ

い

の

付

袷

@

費

業

地

構

@

給

加

。

…

一

一

昨

靖

国

一

服

則

一

立

た

げ

明

欄

団

一

2
8

一
一
訴
肘
臨
む
ト
一
公
的
耕
輔
世
間
一
一
一
向
繍
配
一
知
山

問

状

お

遂

の

揮

を

の

な

い

同

国

け

さ

の

同

に

の

を

出

ら

で

す

mw
保

湘

工

修

攻

離

い

建

問

明

月

ま

、

政

①

に

と

出

遜

間

引

の

て

事

だ

×

と

米

一

刀

だ

C
高
め
か
け
ま
間
以
原

g

装

以

前

繍

潟

一

@

日

剤

、

台

@

支

超

税

皆

川

川

股

婆

の

記

問

山

い

つ

増

精

度

わ

み

億

間

金

明

暗

路

都

続

託

タ

穀

必

な

1
思

は

出

帽

。

、

ス

に

印

刷

議

財

観

月

前

開

山

あ

た

の

山

口

年

た

に

弘

、

助

民

却

水

叶

病

安

ン

備

引

に

月

お

で

明

は

た

%

収

罰

い

紛

の

は

間

以

度

憶

の

、

，

し

円

度

お

っ

別

末

て

裕

宮

排

留

保

り

セ

怒

億

出

口

6
卸

況

で

つ

自

の

ス

し

街

月

期

年

年

川

四

月

い

ま

加

年

、

な

計

閉

山

い

業

之

わ

事

国

取

内

地

2
万

出
均
一
一
一
一
宗
一
一

M
3
2一
口

昨

ω一
七
日
…

rr…J
腕
一
み
弔
問
澗
一
山
市
紅
哨
一
肌
哨
組
以
慨

諜

と

財

計

わ

入

促

政

用

ど

次

で

×

一

l

J

合

間

閣

を

に

む

路

規

よ

さ

は

期

政

興

費

新

e

尿

金

主

中

億

冊

以

心

問

会

一

つ

収

引

慰

帯

な

、

の

…

一

一

一

計

後

正

司

よ

以

停

る

ど

で

惨

撒

e

閣

路

金

し

助

@

を

2

町

山

中

今

会

内

し

憶

の

政

い

は

ず

…

-

一

会

度

稽

万

幅

制

度

予

と

う

針

、

土

饗

江

街

出

@

婿

費

ど

額

躍

。

は

憶

対

1
市

財

な

容

ま

れ

一

一

円

一

会

年

問

お

四

何

年

の

を

の

会

し

@

事

探

閥

繰

金

築

設

な

算

続

算

た

償

問
μ

に

さ

し

、

さ

内

り

ま

一

C

一
、
同
出
回

m
泊

予

郡

市

ば

算

般

対

績

工

刊

日

針

の

記

事

鐙

資

予

臨

ヤ

ア

し

規

約

算

引

か

れ

る

算

な

き

一

時

一

千

は

後

間

憶

の

、

た

は

孫

一

に

事

設

鮮

問

ヘ

負

替

舎

釘

終

期
ま
算
を
予
し
し
ら
ゆ
油
い
ぷ
お
い
円
一
一
閣
の
同
門
間
以
疹
で
さ
げ
閣
制

φ

一

一

明

。

一

主

婦

(

小

事

ぎ

ん

)

議

事

明

の

投

票

、

芸

り

の

数

の

切

実

は

重

で

あ

る

土

庁

事

言

語

喜

望

号

。

菖

の

…

一

一
義
輔
一
私
宅
や
役
所
に
間
投
一
曹
が
き
っ
か
け
L

一
な
っ
て
、
子
に
な
る
。
乙
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
住
所
雲
南
を
お
き
、
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
税
金
た
け
で
は
濃
…
慢
な
が
ら
‘
と
こ
一
一
王
手
す

由

i

一
室
宛
の
投
害
警
霊
椅
か
ら
守
る
霊
極
的
奨
著
書
い
て
下
さ
る
ζ
事
、
お
予
算
に
主
し
た
ο
と
れ
で
ど
う
や
ま
で
は
ま
良
な
か
っ
た
に
違
い
…
一
事
4
2

一

抹

刊

一

'

一

串
?
と
殆
ん
と
管
の
よ
識
が
「
母
親
の
怒
一
見
実
る
」
と
雪
解
い
し
た
い
と
怒
っ
て
い
る
G

ら
、
側
関
や
遣
問
円
補
修
や
警
な
ど
な
い
c
背
に
践
は
か
え
主
ぬ
と
一
三
一

護

持

」

う

に

来

る

o
私
は
見
出
し
で
、
毎
日
新
時
に
掲
載
さ
れ

O

あ
る
科
医
の
要
求
や
不
満
が
需
で
っ
た
と
ζ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
い
つ
一
一
自
の

単
品
一
そ
れ
ぞ
ま
な
も
「
出
量
っ
た
蓮
」
な
ど
と
銭
的
一
銭
一
一
千
五
百
万
円
引
補
正
予
野
ぎ
る
の
で
弱
か
っ
た
」
主
義
ま
で
も
、
議
室
財
源
に
頼
っ
こ
一

向
包

L
i
の

と

思

わ

ず

‘

む

い

る

わ

け

に

は

ま

い

る

ま

い

二

万

一

一

1

@

し

ろ

謹

ん

で

限

を

財

州

政

需

容

は

、

日

に

日

に

桝

災

し

て

…

一

事
ζ
実

大

事

な

仕

事

の

一

つ

私

は

金

に

を

9
た

い

れ

訪

日

日

目

立

立

一

一

る

討

し

い

れ

詩

作

注

目

町

一

引

い

件

迂

時

詩

個

人

的

な

お

鼠

と

と

に

頭

の

絡

を

と

で

あ

る

。

一

一

が

「

暴

力

の

排

除

と

重

量

的

苦

」

一

も

の

o

雲
e

検
察
当
扇
の
組
織
欝
力

ー
な
か
に
は

?
;
7め
ご

量

襲

撃

一

:
r
j
F
i
j
iヲ

議

当

初

予

算

芸

品

言

語

一

一

書

写

し

て

行

な

わ

れ

て

お

り

一

に

亨

る

い

わ

ゆ

る

頂

よ

作

戦

に

あ

わ

ヨ
欝
訟
法
擁
祭
礼
認
静

1
5
2一日明日立一言語
3

3
君
臨
機
jhy叫ん
議

墨

議

離

伝

広

ニ

千

万

円

、

と

れ

に

z
l
i
t
s
-
5
iさ

せ
る
あ
た
た
か

の

号

室

い

c

陶

J
撃
畿
内
j
ふ

げ

ん

議

襲

撃

議

¥

託

費

千

万

円

、

一

一

つ

合

せ

る

と

金

一

言

は

す

べ

て

の

問

累

犯

罪

的

防

一

ぃ

義

明

る

い

ま

喜

づ

い

て

い

U
五

分

た

ち

の

円

~

句

欝

欝

譲

二

議

鱗

議

騒

騒

騒

薦

手

話

回

。

パ

セ

ン

ト

言

な

も

す

、

皇

室

三

喜

非

行

の

一

く

白

書

2552

機
悔
や
動
議
離
襲
警
襲
撃
雛
機

F
a
d
撃

機

勝

際

機

襲

撃

寵

錦

鶏

丑

…

山

一

防

止

な

ど

こ

つ

い

て

理

草

深

め

、

犯

一

れ

て

い

ま

す

ο

県

下

の

保

護

監

察

対

象

L
し
て
欲
し
い
、
平
笥
グ

A

日

露

襲

撃

議

議

麟

秒

、

JF線

機

騒

輯

輯

轟

轟

轟

F

Zる
わ

け

だ

。

と

れ

詰

喜

一

一

コ

十

一

町

長

い

た

い

物

、

藤

欝

議

議

:J轟

韓

輯

韓

か

長

入

し

て

も

、

ま

さ

ま

だ

需

要

こ

ζ

=

一一隷

C
R
i
-
z百

四
千
力
百
字
八
人
と
ど
正

ダ
離
襲
撃
L
N
」

口

議

議

韓

議

議

ゆ

市

7

U

T

山
一
こ
そ
れ
ぞ
れ
つ
立
場
か
ら
力
を
あ
わ
せ
一
の
人
た
ち
の
社
会
復
帰
に
対
す
る
何
議

背
信
一
挙
欝
鱗
欝
議
ぶ
一
議
議
離
離
島
建
犠

ζ
片
山
引
い
れ
十
刊
誌
と
一
か
と
い
っ
た
合
的
・
自
な
態
勢
一
言
、
一
部
の
農
者
に
ま
か
せ

鱗

議

襲

撃

議

f
三

伊

グ

タ

覇

襲

撃

議

事

必

れ

ぬ

か

と

お

叱

り

妻

Z
そ
の
号
室
の
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
一
て
お
い
て
よ
い
草
で
は
な
く
な
っ
て

問

委

宅

警

露

は

よ

く

判

語

、

書

簡

に

は

号

。

一

い

ま

す

。

一一

ζ
の
運
動
を
所
督
予
る
横
浜
保
謂
昭
一
監
一
犯
罪
を
な
く
し
明
る
い
社
会
を
き
ず

叩
答
し
兼
ね
る
も
ら
れ
た
の
に
は
恐
縮
も
し
、
婚
し
く
が
、
六
月
十
四
日
の
前
議
会
で
間
決
持
と
、
競
馬
棒
々
と
宅
4

壱

合

わ

せ

た

触

れ

ず

に

要

求

を

出

さ

れ

る

人

を

、

“

一

一

山
一
祭
所
的
資
棋
に
よ
る
と
、
位
一
一
寸
b
年
一
い
て
い
く
と
い
う
と
と
が
、
い
か
に
困

、
実
現
厨
黙
で
あ
も
感
ひ
た
ζ
と

で

あ

る

。

さ

れ

た

o
財
源
広
一
一
月
一
杯
で
切
れ
い
気
持
と
で
一
杯
で
あ
っ
た
ο

ζ

ょ

な

く

ち

ら

や

ま

し

く

思

う

市

昼

一

一

一

圏
一
中
に
揮
下
で
検
挙
補
導
し
た
蔀
行
少
年
一
時
な
と
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
あ
な
た

ア

酔

に

つ

と

め

私

は

口

癖

の

よ

ろ

に

「

巌

の

な

い

る

川

崎

競

関

(

年

一

一

慰

)

が

訟

の

改

わ

が

市

が

伯

郡

市

に

較

べ

て

、

教

の

坐

で

あ

る

。

一

一

一

あ
だ
G

軍
吉
喜
ん
で
い
る
宇
都
、
広
正
で
警
一
一
等
注
意
号
、
そ
の
お
事
長
そ
の
品
会
襲
が
襲
警
金
こ
な
り
た
、

i

…
一
等
は
八
万
五
千
著
に
遣
し
、
そ
の
旦
ぎ
の
運
動
の
参
加
者
で
あ
る
こ
と
を

、

J
U

』

U

む
一
一
年
よ
り
約
一
万
人
、
一
四
@
六
パ
セ
一
認
識
し
て
自
を
間
聞
に
転
ず
る
ζ
と
は

い
奈
川
普
通
く
富
の
蓄
も
歓
迎
し
て
い
る
が
穫
で
本
重
量
ま
れ
る
益
金
古
、
備
促
進
さ
れ
て
震
の
福
祉
主
(
昭
和
四
0
・
六
三
一
一
)
一
一
ン
ト
議
選
記
録
、
年
令
書
に
も
一
き
わ
め
て
富
あ
き
と
と
い
え
る
の

一
〉
に
、
市
長
と
た
だ
菌
る
の
は
「
一
一
巾
両
国
」
と
一
国
う
そ
の
主
な
る
も
の
だ
ο
そ
し
て
間
民
が
ほ
か
ら
れ
て
、
る
こ
と
は
、
一
に
市
長
加
褒
一
太
郎
一
一
J
一

i
i
sミ
i
!

社

会

を

明

る

く

す

る

運

動

61 
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E2Z3部改造臼]哲理工区民域

第二次往緩表示
人
も
い
る

扇
長
年
金
制
制
度
の
谷
間
同

認
a

急
な
手
掛
献
を
求
め
る

爵
民
年
金
事
務
を
扱
っ
て
い
る
員
生
都
渋
険
草
金
暗
部
位
、
ニ
十

離
に
な
っ
て
い
ず
れ
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し
て
い
な
い
人
が
市

内
に
間
二
千
一
一
一
百
人
は
い
る
と
推
定
‘

ζ
的
人
た
ち
に
、
間
同
民
年

金
を
受
付
る
臨
目
指
巷
早
急
に
と
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

年
を
と
っ
た
り
、
日
り
が
を
し
た
り
、

漉 7用27罰{大)・夕陽ケ丘母子寮@

語融業協同組合、須室電公民館、 f時務感

5分間庁舎(馬入)。

劉 7翠28蕗{水)・花水公民昔官、泥水

会館、海岸公民館、誠君主町会館、言書

士見公民童言。

総務は市内轟金融幾豊富で数暗殺います。

磁器事務省午吉宮雪期扮~午削除



(5) 昭和 40年 7月15EI 

自立才の老人も参加

哀をまえに清掃登山

まって/:1( 

罷
等
は
間
轄

の
国
代
さ
ん

i
啓
一
ゅ
う
哲
立
毛
ー
l

響
宰
ゅ
う
り
の
立
毛
品
評
会
が
、

うに 111 多藷

あなたが、そしてみんなが変をすご
す者診や出をよごきないようにーあと
から来る人のためにも自然の笑さを
華手すととのないように......

搬南平l~ しても、金地中生徒会や進
事務学閣の子たちによって清掃が親け
ら札てH る。こ払ゐの奉壮は無にさき
品るべき<:，まない.お瓦柏に主主主章者...

し
ま
す
。

韓と き・毎月第 2、第 3水爆沼

午前9時から午後4時まで

閣と二ろー市投手市民構組内

纏内容・建築に時ずるいろいろ

など相談に応じます.お気軽に

ご斡摺〈ださい.



六
月
定
例
会
で
、
密
十
年
度
一
綬
会
計
第
一
一
次
補

定
予
算
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
競
馬
事
業
収
益
六

守
八
世
同
四
十
九
万
問
‘
谷
川
排
水
世
間
改
修
一
一
一
共
製
薬

負
担
金
四
千
八
百
八
十
一
刀
問
、
菌
開
祷
助
金
主
百
七

十
万
円
、
日
間
支
出
金
二
百
十
万
問
、
繍
越
金
二
世
間
七

十
万
四
日
、
高
浜
台
市
営
住
宅
徐
ヂ
早
塚
学
灘
魚
沼
金

七
宮
万
円
な
ど
を
伊
」
掘
に
、
一
偉
一
一
千
四
環
八
十
二

万
mmぞ
犠
額
し
た
も
の
で
土
木
議
に
一
億
二
千
七
世
間

一
一
一
十
万
円
と
大
半
宇
投
天
じ
て
い
ま
す
。

ζ
れ
に
よ

っ
て
殴
十
年
度
一
般
会
計
の
予
算
額
は
ニ
十
四
億
七

千
八
百
去
十
万
円
ど
な
り
ま
し
た
。
第
二
次
補
正
予

算
に
苛
よ
レ
た
お
も
な
纏
設
事
索
は
炊
の
と
お
り
。

翻
水
産
劉
係
・
車
塚
漁
港
改
修
工
事
費
日
品
目
目
方
向
口
ι

劉
道
路
関
係
・
①
市
街
地
防
ひ
ん
舘
装
工
事
二
千

M

分
、
②
骨
内
内
徳
録
曲
開
銀
装
問
腎
w
八十
M
③
宮
町
土
混
町

線
改
良
ニ
夏
、
④
コ
ン
ポ
ス
ト
特
需
舗
装
ニ
習

E
十
M
‘
小
熊
阜
邸
機
政
浸
ニ
商

M
⑪
側
溝
新
設
工

事
一
九
千
M
な
ど
一
一
一
千
ニ
中
六
万
円
C

醐
醐
街
錫
事
機
関
係
・
①
堺
塚
山
〈
機
部
陣
隅
築
造
工
事

首
ニ
ム

T
M、
②
八
幡
工
奨
団
地
ニ
号
線
築
造
舗
装
話

豆
十

M
③
海
岸
開
閉
仲
間
V
築
慣
翁
銭
V
八
十
況

M
両
日
排
水

持
付
け
替
え
一
一
跨

M
、
④
後
谷
八
機
裏
棉
踏
切
設

援
負
担
金
な
ど
一
千
↑
一
一
貫
一
?
?
六
万
円
。

緩
排
水
路
関
係
・
①
む
ず
か
し
沼
改
修
ヱ
事
世
間
M
‘

②
谷
川
排
水
済
改
修
一
千
七
百
射
γ
T
m
出
M
な
ど
四
千

九
ち
七
十
六
万
町
市

緩
震
一
陣
鐙
程
一
瞬
係
@
戦
災
土
地
区
制
問
整
理
事
噌
負
担

金
本
年
度
分
の
一
部
一
千
万
符
.

翻
官
出
営
筏
宅
関
係
・
高
浜
台
窃
泊
代
替
え
住
宅
ニ
十

二
戸
分
i
一
千
堅
田
二
十
ニ
万
勾

ノす

供ノj、供供日目
組企品 "'!lにの力的もる応と在学本る重量奨杯 三1 いくも級毒事がめに 澱

守訴iiZ町長ijZSTき55ii(FTit;2222;空jZ襲撃寄
市強雲巴出口:ヰムり脅替にお級旨宰 Zhよ能は ζ 現戸なねた星雲在ろ務ひ知た襲撃襲五生

日宍喜iR謀長2255Sf量五三日間同52522tR2f宮参議議等
霊 公 撃 察 兵!主℃毛主皇警警安芸主急芸書調盤-- 選手お草お 3Z~星 ‘り詰主

i時草壁iMU書室芋Z44P盤整議ぞ長カ;時打撃訴事脊へ
いれ習鰐 Lおと能でつ教鴫i轟盟事鞠告でくわ傾げり しな指すごぽ 令
かが珪童 17 よわしのはく材 喝重量F 曹謹描尭罷義語分きりざ倍ら ‘まよっ毒事。しか
車、裁をうって低‘よ玄 噂』森崎務めなかるがれ筒たうてを そ て ん

ζ を い か て 白 い ど う {j> -....寸胴加 価くえ壱なな題、かしす し し と
いの考つ。し他ヂこにし 領なさ得いいも試。宮れてまし

〈 芋 望 号 訳 語 雪 言 問 零 嘉 主 主 主 宰 君 主 ま 議 ぞ ηR22喜警 長詰 225
軍基。のやに予の認伺い毒事 f 穣もらの o i';: f言しでよはた/みい 懇のりとだ

苧 葦きまEZ雪害ぞ玄字軍と主宅玄藷 Z求書 ZR之内召 還 手拝客語

盟 亙宍若雲訳語告、三這吾右手事三主雲芋 E書室雲主云 官 襲爵お警
なそ学のでで子知れいたまる行あまが。もが思にあぴ でにので遜

く6)

'1排水路改修/河内徳延隷錦装など

第 165号

グ?トメチクm相談話を

入
賞
も
め
だ
っ

諮 問先欝響額響欝 ;
託子号室長都議3警護襲撃舞饗欝警警雛;zt認日悪童塁審諒ゑ鐙襲撃欝議議義選;
駐日昼若手552薪;穣機韓議畿議;
持iiiiiiipsi齢銀鱗鱗:iiiij司会iiiih
地主主己認識盤畿畿iHZHiRiij言語空
路与、議室す察胃記、問と ことしもブーJt-はずではにぎわい… !望乎費主主 と 金 告 は 会 功 重 苦 手 墨
豊富昌吉る襲韮注事裏な 、 =ゎcc:l'iU '" 1 て援 Y 事れさの言語マ

事室長E持 zE霊22弱るも薬慨をすごさせてやむたい 23警告宗主 主主政凶器手宅音

hiEi室長特喜善設省霊長選警碍Z辱iZ3重量域通華麗喜善塁悪民主雪喜界
等間)地 味悪言明書費JHP-号、計ゃ品言語・湾シ骨た長ぞれで5

21!?1i ii i?143111iiii出71iJiJ151忠
告悪事苓霊刊 し雲? 謀長日Z計五尚早品開μhfi

5!ii ;li車場ii延長官iiziiii;静!?1i堅持!
の出も 2lii1Fitih;許可申告 ii115?E 
己主円 lizh甲車許申号室ih会E5害時建
計日景笠出
議ZZ具平時司λ

集A0223長三
主語に清雲モ去 十
およ崩事+八

重ぞ五号主互

を二225そ

長守色

;百字
号iez
Z勢正富

〈第3種郵便物認可〉

私たちの生活を重量かでたのしいものとするには、政治を
ものにしなげればならない。りっぱな政
ら生れる。金額の児童明生提諸君、明る
めるに投立つポスター脅かいてはしい。
醐応募貰格:小中高校生 (1人 2点自作のものに経る)
輯作品・ 4色以内、大きさ詰55=X判間以内(骨品の褒衛右下，:::
県名・学校名，学卒・氏名を明言己のニと)

麹応募 9昂IOElまでに市役所内選挙管理委員会事務局へ・応募
f宇品は返されない。入賞作品は良出に初用する。

を

すな

夏における脊少年の保護育成

アルバイト@深夜外出にも

申告所得税第 I期分

お王手めに……平塚税務喜善

納期7月31沼まで

〈一
V

児
童
注
徒
に

つ
い
て
は
、
学
議
態

度
が
、
長
い
夏
休
み
の
簡
に
く
ず

れ
る
と
と
の
な
い
よ
ろ
計
倒
的
な
学

習
号
奨
磁
一
扇
導
し
、
自
由
研
究
の
指

導
な
ど
に
つ
い
て
は
特
に
適
切
に
配

慮
す
る
。
円
ニ
〉
交
溜
e
水
難
・
花
火
な

ど
の
事
放
を
防
ぐ
た
め
遊
び
方
署
十

分
に
世
相
噂
す
る
。
口
一
口
需
削
指
定

的
映
画
・
凶
害
a
成
ん
映
画
な
ど
腎

少
年
に
好
ま
し
く
な
い
興
業
は
、
青

少
年
に
銀
資
し
な
い
よ
ろ
指
摘
明
ず
る

昭和 40年 7月15日

早
塚
閉
青
少
車
問
題
協
議
会
公
室

加
藤
市
長
)
は
、
「
震
に
お
け
る
腎
少

年
の
保
設
宵
成
運
動
要
線
」
壱
き
め
‘

ζ
れ
を
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
に
示

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
強
力
な
連
載
を
行
な

う
よ
う
協
力
巻
求
め
ま
し
た
。
運
動
要

演
の
要
旨
次
の
と
お
り
・
.... “
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築
捺

よ
い
青
少
年

eFA
人
強
輯
胸
部

格

地
方
事
務
所
で
機
構
改
革

(7) 

抽
奈
川
県
中
地
汗
事
務
所
て
横
橋
説
一
新
設
の
中
地
万
事
務
所
錯
奨
課
は
、

革
が
あ
り
、
同
事
務
所
的
総
務
課
怨
築
一
従
来
の
議
議
議
認
事
務
の
ほ
か
に
、
あ

係
は
、
四
百
円
一
白
か
ら
縫
築
細
部
に
押
絵
一
ら
た
に
次
の
業
務
ぞ
行
な
う
と
伝
え
ら

し
た
。
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
一
れ
ま
す
。

第 1)釘3闘の按壇を完了している

者 {ζとし i回嬢揮h
マ第三期・昭和例年4月 2日刊35年

4月 1自までに生れた弓守廷年度入

学予定者 t今 回 lsll搭庵)

⑫巡回日程……第 i回主主因

8J'J20日城島小学校豊田公民館

時崎公民館

旭公民館吉沢づ、学焼

金自小学枝ま:ll霊IJ時会校

童話士路公民館金印公民

館

花才、公民館八憾公民鯖

科目公民館須賀公民館

箆的台 武道場松原公箆

舘

1" 30日 中原公民宮宮 市開之宮公

民館

浮草再空白は 9Jヨ10自10、色、第3砲は

10月 8日から巡回の予定、開2期該

当者はま胃 llQl巡回のときには受付し

ません。会場の混雑壱δけるためで

第 3期該当者位罫'2回または唱3箇

の巡自をご利用ください。

⑫時間・城島 e豊田@関崎・吉沢，

二七麗 e金田の5地s，ま午後2時から

3~寺まで。その他の会場は午後 l 時

21白

主3日

24日

一来月

日
目
日

民
υ
n
o
η
i

n
〆
h
n
J
h

りん

母子乎帳をもって
衛生課は、来尽力、お首詩ぜきとジア

テリヤの混合予防綾碍をわないます

該当児をお持ちのご家庭では、母子

手駿持参のうえお近くの会場へ・ 2・

φ該当兎……

マ第一期・用和29年11月 1 日 ~40年
4月30日までに生れた予と、生後

まだ一度もこの接庵を受けていな

い 子 fζとし中に 3間際庵〉

・昭和38年11 月 1 日 ~39年

。'h
グ

グ

健康診断はじまる

衛生重曹は、レントヂンと血液検費
による無現巡回懲罰診断を行ないま
すo S常うちにいる人で、l 催Ei'診断
を受ける機会のない人のために行な
干うもので、市内的カ所で績次実砲し
該当する人にひとりでも多く受けて
いただく崇習です。ボタン eホック
などのついていない凱着なら蓮華たま
まで 2-3分担士ずかな待問ですみま
すいまた、との検査で異常がみつ
かったときは、さらに檎密柏査を無
料で受けるととができます。 ζに機
会に主婦の方やお年寄り、両院のご
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常議乙/王子臼問調一時岬

管少年内欲求不満/非行化の問題に隠する専
門の窓口です。青少年諸君自身の悩みや訴え
を関〈ほか、父兄の穏談;こも応とまず。教脊
線神衛生・職場・労働・非行 m家族関係・人
生相談，余暇事j潟などの各部門に18人の専門

家をそろえて利用をお待ちします。面接・証主
張。手紙・電話・続上などいかなる方法でも

可@青少年課~…..

民
〈翁役所1践・γEL(22)-1100) 
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